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●住生活用具
住居は＼日常生活を維持するための拠点である。家族

が寄合いながら暮らしを立て＼社会生活|こも対応してtl

<上での居城ともいえる。しかし＼無雪期であれば＼ノ人、マ

は住居を基点として昼間は外に出て生産活動に励み＼日

が暮れればここに戻つて安患の場とするが＼雪国の冬と

なればその様相は一変する。家族みんなが一日の大半を

ここで過すことこなるし＼そllに加えて雪国の家屋はさ

誅ざ誅な用途が要求されて<るからだ。

たとえば、長い積雪期を凌ぐための食料・燃料などと

ぃった多様な生活物資の保管や＼生産収穫物の格納保存

雪 との闘いの 日々

など■モ百三二′ての役害」を持たされ、家畜類の飼育施

設も業71■ く Iまならない。誅た、限られた空間を利用

して＼主美 こ
=■=た

めの作葉場としての機能も果たす

こと|こなるこ要丁るこ、冬の民家は総合的な生活
・生業

の施設となるこ■
=ろ
。

以上は冬季の家屋夭」用の大要だが＼さらに重要なこと

よ、この家屋とt｀う竜築物を、降積んで上志ない雪の重

圧から、讀ずもつて守り通さな<てはならないことであ

る。そして、こllに要する器材や機具類が＼冬の住生酒

用具の中でも極めて重要な位置を占めるのである。

:賣
1 右彗烹:38冒冨瑾曇昇;![1足電C墨異辱|:∬璽墨彙
1 正面に本竿を組み＼茅を経

と呼ばれる仮設の補助玄関である。こl llこよつて玄関が

深<なり＼積雪による出入りの困難さが暖不□される。

日屋には浅し(混なっき、落し板こよぅ興
いが施さ/11て

いる。庇の上に横長に白<見えるのは天窓で、明りとり

用である。右ベージに並ぶ写真は日来からの戸興?囲い

で＼斜めに立lllけた本竿 |こ横本を渡し、それl‐柴本を粗

い黄の子状 |こ編みつけてある。

町場 (板葺・トタン屋根)

この写真に見える格子状のものも玄関先に仮設したユ

彩Z菜:彗濃】名尤寒宮誉:嬰署某島乖珠2EI｀曇菫稿
＼

の家と違つて戸□も広<なり＼囲いは落し板が主流にな

量:毯黛お甚5霧81横題峯賦冒積理急こ:黒:二EB
で＼主として腰高窓に用いる。スダレを吊したのも見尾
るが＼吹込む雪を防ぐためである。本羽屋根がトタン葺

に変わると＼滑り落ちる雪を止めるためこ＼金具に横本

を渡す。これがナデドメである。

雁本通りとフーケード

雁本通りは＼IIP在のアーケードの前身といえる屋根の

ついた歩道で、商店街 |こ多<見られた。店の前は、広<

開けl~1/11人通りも多いことが望ホしい。そこで、各商店

が付出した庇を横につないで、下を通路とした。

冬の降雪時には屋根付きの無雪歩道となるので、雪国

特有の景観ともなつた。じがし前面の道路 |こ雪を高く積

むと道路が皓<なるので＼雁本先端の上部|こ横長の明り

とりの障子をつけた。きた＼向う侵」の雁本通りへ行<た

め道路の雪山の所どころにトンネルを作つて往き来した

鑽

一一一」

・』
．・」
」
・ト

■
『

剤

| 
が、道路除雪とアーケード言受置が進みこの景観は消えた。
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イ 防風雪用具

雪国の越冬態勢は＼生活物資の確保と風雪への備えが

丁一の要件であつた。そして、その風雪に対処する方途
~Ξ
地方の理讐でいう 電 囲し、Jと 電 掘り」であつて、

11下ろに風雪への備えと降積/uだ雪の処理である。

言ヨいは＼住居だけでな<＼ 公共的な施設や庭本など

=三I 養鯉池などにも施すど、主とした目的は積雪の重

三二よる倒壊や破損などがらそれらを守ることである。

三署の場合は、それにカロえて日常生活を守るための意
t可
重要視される。したがつて、家の出入□や戸□が降
:=雪や屋根から掘落とした雪で埋誅ることへの備えに

重点が置かれる。日来の民家では＼戸□の数|よ極めて少

な<＼ たとえば火災などの非常事態にはそこが脱出□と

なり＼訳た、電灯の普及する水では＼昼なお暗い屋内の

明りと l_‐lとしての障子を塞ぐことはできない。したがつ

て、戸□の囲いは本来適当な間隔をあ<べきものであつ

た。後に簡便な落し板を用いるようl~なつても＼緊急時

に備えて非常□としての工夫が施されていた。  かゃす
玄関□は日常の出入りが出須なので＼ユキダレ (茅貴)

などで降込む雪を防ぐとともに、玄関先にユキダナとい

う補助玄関を組んで仮設するのが普通であつた。

ユキダレ 3-イ ー 4
長さ182m 幅 184 5Cm
茅書 雪口い用

オ トシイタ 3-イ ー29
64Cm× 24Cm 厚さ 2 Cm
杉 戸ロロい用

5Cm(板 )
4Cm(金 具 )
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ナデ ドメ 3-イ ー39
長さ38 5Cm

鉄 金具

ナデ ドメ 3-イ ー4
長さ28 8Cm

鉄 金具

く雁木通 り(左 )、 アーケー ド通 り(中央 )、 明治時代の本町通 り(右 )
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イ 防風雪用具

雪国の越冬態勢は、生活物資の確保と風雪への備えが

≡一の要件であつた。そして、その風雪に対処する方途

I当地方の樫言でいう「雪囲い」と「雪掘り」であつて、

要するに風雪への備えと降積んだ雪の処理である。

雪囲いは、住居だけでな<、 公共的な施設や庭本など

]引、養鯉池などにも施すが＼主とした目的は積雪の重

三二よる倒壊や破損などがl~2それらを守ることである。
′主居の場合は、それに力□えて日常生活を守るための意

:手づ重要視される。したがつて、家の出入□や戸ロビ降

「
否雪や屋根から掘落とした雪で埋志ることへの備え|こ

重点が置ガltる。1日来の民家では、戸□の数は極めて少

な<、 たとえば火災などの非常事態にはそこが脱出□と

なり＼志た、電灯の普及する水では＼昼なお暗い屋内の

明りとりとしての障子を塞ぐことはできない。したがつ

て、戸□の囲いは本来適当な間隔をお<べきものであつ

た。後に簡便な落し板を用いるよう|こなつても、緊急時

に備えて非常□としての工夫が施されていた。  かゃす
玄関□は日常の出入りが必須なので、ユキダレ (茅貴)

などで降込む雪を防ぐとともに、玄関先にユキダナとい

う補助玄関を組んで仮設するのが普通であつた。

ユキダレ 3-イ ー 4
長さ182Cm 幅 184 5Cm

茅蓄 雪口い用
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オ トシイタ 3-イ
長さ180Cm 幅 14 5Cm 1 5Cm(板 )

オ トシイタ 3-イ ー29
64Cm× 24Cm 厚さ 2 Cm
杉 戸口口い用

ナデ ドメ 3-イ ー39
長さ38 5Cm

鉄 金具

長さ174 2Cm 幅 9Cm 厚さ4 4Cm(金具)
杉・鉄 戸口口い用

ナデ ドメ 3-イ ー4
長さ28 8Cm

鉄 金具

く雁木通 り(左 )、 アーケー ド通 り(中央 )、 明治時代の本町通 り(右 )
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■山門の国い (市内神宮寺 )

竜灘鰤最:‐ 骰 :息鳳濾
ジゾウサマノカコイ 3-イ ー27
長 さ 03Cm(ス ゲ ボ シ )

長 さ265Cm(ム シ ロ )

菅・藁 地蔵石像囲い用

カコイギ 3-イ ー32
最長240Cn 最小850m
杉 庭木EIIい

辣
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古

日 T産 ¬嘔て



ロ

「
―

↓
踵

鱗

鷺

贔

舅

蜃

睫

蜻

藤

晰

渕

吻

掏

磯

ゴ

旦
ハ
用雪

「

１

１

１

１

１

１

１

‐‐―

重

列

除雪用具の頂の内容は、雪掘 l_l用具と雪処理用具l~大

:しされる。雪国の冬の生活にあいて＼この除雪作業は＼

二・な<とも住居を維持する上で欠<ことのできない日常
:[な仕事である。除雪用具はその意味では、故さに雪と

]開いの兵器といえるものであつた。それにもががわら

T、 除雪用具及び除雪作業の実態は＼近年に至る水で大

きな改良・進歩のあとが見えないのが実情であつた。

除雪としヽう言葉は、当地方の人々にとつては屋根雪を

■ろす「雪掘り」と同意語のように受けとられていた。

モDことが最大の関|じ事であり、自力による限l~lれた雪

対策だつたからである。しかし実際l~は＼掘落した雪を

除去しな<ては次の作業に進み得なか _lたのだから、雪

掘りと雪処理 |よ一体の仕事として扱l~ll lて いた。事実、

用具も誅た相互に深<関連していたのである。
また、それとは日Jに雪処理は、たとえば降る雪を融ガ

すための流水利用、固<締誅つた雪や凍結した雪の処置、
春先の田畑の消雪＼道路や校庭の地面を出すための雪害J

りなどに見ら租た。ただそれは、すべて人手による外な

く、最近に至つて機動力除雪が導入される志での雪処理

は、雪掘りの一環として行うよりなかったのである。

雪掘りの手順

当lllJ方の民家の屋根の構造は、茅屋根と板屋根に大周」

されるが＼それによつて雪掘りの手|1頁が違つていた。そ

れは、屋根形による荷重の違いからであつた。

茅屋根 (クズヤという)は急傾斜の三角形であるが、
まず頂上部のグシ (棟本)に積もった雪を除き、そのあと

上がl~屋根をEBIり ながら下に向かつて掘り進む。

板屋根 (本羽・トワンなど)は、現在一般に見られる

形式で、llB斜は茅屋根にLLべてloJ・ めて緩い。この屋根の

場合は、軒先部分ガら先にあろしはじめ、やはり屋根を

回りながら平均に上|こ進み、グシを掘つて終わる。   |
― ―

― ―
        

―

―      |

ヤマノノ磯……………‐

1)二了J

□茅葺屋根の家の雪掘 り

■市街地での雪掘 り



① 雪掘り用具
「 …家として雪を掘ざるはなし。掘るには本にて作り
すき         つ〈ナん     。 ・  o         キなまちこすきなり  ぶな

たる鋤を用ふ、里言にやこすきといふ＼貝J本鋤也 。ttnと

llふ本をもつて作る、本質軽強して折る事な<且軽し＼…

雪中発一の用具なれば、山中の人これを作りて里に売、

家缶に貯ざるはなし。…」 (『北越雪譜』より)

コシキ (コスキ)が古<から唯―の除雪用具であつた
ことで知られる。コシキの生産地として著名なのは＼北

魚沼郡の湯之舎や、秋山郷などで、湯之谷ゴシキ・秋山

ゴスキなどの呼び方があり＼形にも違いが見られる。詠

た自製して用llた人もあり、十日町周辺の本工職人など

には＼これを作つて節季市で売る人もあつた。

大正中期ごろから鉄刃のシヤベルが電気工事などの形

響で用いられるが、昭不]40年代ごろ軽金属製のスコップ

が出回る誅で、コシキが雪掘り用具の主流の座にあつたc

十日町市街地のような家の立込んでいる所での雪掘り

は、その雪の始末を併行しな<てはならず＼そのために

さまざ誅な工夫があり、用具も者案されたが、中でも有

効だつたのはユキド∃(雪樋)であつた。試た＼昭不□50年

代|こ普及したスノーダンプは、いき広<使われている。

コシキ実測図

市内鉢産
4-ホ ー|

ブナ製
|′ 120g

30241二 判

秋山郷産

3-日 ―|
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型
）
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谷
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コ
シ
キ

　
３
１

ロ
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３
４
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１
０
３
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ｍ
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先
幅

２
７
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用
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鋤

（
一
本
型
）

コ
シ
キ
　
３
　
ロ
ー
５
３

全
長
９
５

●
６
∽
　
刃
先
幅
２
４

●
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ｍ
　
６
３
３
ｇ

フ
ナ
　
除
雪
用
木
鋤
２

木
型
）

全
長
１
０
６

●
３
ｃｍ
　
刃
先
幅
２
６

・
―
¨
　
―
、
０
４
７
ｇ
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用
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本
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）

全
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―
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０
ｍ
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先
幅
２
６
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２
い
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ナ
　
除
雪
用
木
鋤
（
一
木
型
）
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コ
シ
キ
　
３
１
ロ
ー
６
８

全
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１
０
３
ｍ
　
刃
先
幅
２
８

●
４
¨
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８
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ｇ
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）

湯
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谷
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篇
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簸
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露

野

コ
シ
キ
　
３
１
ロ
ー
９
７

全
長
９
７

●
７
ｍ
　
刃
先
幅
２
４

、フ
ナ
　
除
雪
用
木
鋤
（
一
本
型
）

コ
シ
キ

　
３
　

日
１
６
５

仝
長
９
８

●
５

ｍ
　

刃
先
幅

２
７

●
―

¨

ブ

ナ
（補
修
部
ト
タ
ン
）

除
雪
用
木
鋤

２
９

¨
　
―
、
０
７
５

ｇ

本
型
）

熱
摯撻
飛
総
磯
轟
爆
ぷ
熱
一飛
鷲
ボ
■
麟
暮
≡
，
驚
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一一一轟
着
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キ

　
３
１

口

全
長
２
１
３
ｍ
　
刃
先
幅
２
５

・
２
¨
　
―
、
５
１
７

フ
ナ
（刃
γ

杉
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）

除
雪
用
木
鋤
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付
）

コ
シ
キ

　
３
１
ロ
ー
９
８

全
長
１
０
５
ｃｍ
　
７
９
０

ｇ
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用
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）
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産
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キ
　
３
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ロ
ー
９
５

全
長
９
８
ｃｍ
　
刃
先
幅
２
６
ｍ
　
７
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５
ｇ
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リ
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雪
用
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鋤
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一
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型
）

ナ
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キ
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ー
ー
ー
０

全
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・
８
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）
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０
３
ｃｍ
　
刃
先
幅
２
４

●
５
ｍ
　
ｌ
、
９
３
０

ｇ

鉄
　
除
雪
用
ス
コ
ッ
プ

（四
角
型
）
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雪
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木
鋤
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立
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）

■
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コ
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一一ｒＣ̈
一̈一一
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５
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２
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用
木
鋤
２

本
型
）

総
譜菖
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シ
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３
　

ロ
ー
ー
０
８

全
長
１
０
７

●
５

ｍ
　

刃
先
幅

２
６

ｃｍ
　

２
、
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ｇ
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除
雪
用
木
鋤
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製
品
）

シ

ャ
ボ
リ
　
３
１
ロ
　
ー
ー
４

全
長
９
７

●
８
ｍ
　
刃
幅

２
３
ｍ

鉄
　
除
雪
用
ス
コ
ッ
プ
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Э 雪処理用具
雪処理というのは、生活や作業 |こ邪魔l_なる雪を取除

てことで＼雪片付けである。雪片付けよ、雪掘りには跡

す付随することであり、コシキ・スコップなどは処理用

異でもある。前に書いたユキドヨ (雪樋)は昭不□初年ご

]から雪掘り時に用llたが＼市街地の家混みの所では＼

雪をこれに乗せて滑らせ、遠くへ運べるので便不Jである。

:異胤]電造沢:鱚21霧冒[ドK稿霧冒墓[8モ鶉昇
二褒上げた雪の処理も＼以前は専らコシキなどによつて

いたが＼近年、いわゆるスノウダンプという手押し除雪

具が普及した。これは、板屋根(本羽・トダン屋根など)

の雪掘りこも多<使用される。春めいて、雪が固<じ誅

るとコシキなどでは歯がたたな<なるので＼ユキキ _lノ

コギリで四角 |こ切取つて運むこともした。志た、融けた

雪が凍ると＼マサカリ・トウグワ・カナゴシキなど鉄刃

のついた用具を使用することもある。

降雪のさかんな時季＼流れ水で消雪することもあるが、

格面などでその流路を誘導するために＼藁束のマッコを

作つて置くこともある。

ユキ ドヨ 3-ロ ー 23
長さ364Cm 最大幅73 4Cm
杉 屋根雪等排雪用樋 (滑 り台型)

,   |
,1支嵐工ヽ墨

|             |

,   ,

:   :

,     〕

一
゛ヽ

1     ヽ
|     ヽ

1     1

ユキ ドヨ 3-日 -24
長さ 82Cm 幅45Cm
杉 屋根雪等排雪用樋 (滑 り台型)

マ ッコ 3-ロ ー 29
長さ97Cm

藁 消雪用流水誘導用

ハシゴ 3-ロ ー 28
5≧ さ496Cm 中冨46 5Cm

杉 屋根除雪昇降用 三間梯子

スノウダンプ 3-ロ ー 26
全長 8Cm 幅6320m 9′ 000g
鉄 除雪・ツト雪用 (手押し型)

ロユキ ドヨを連結させ屋根雪を排雪 ■スノウダンプで除雪 ■マッコを使用 した流水の進路調節



Γ:
1馨
ド

■ユキキリノコギリで雪を切るようす  ■コエカゴでの排雪

ユキキ リノコギ リ 3-日 -45
全長52 6Cm l′ 070g
鉄・本 (柄)凍結雪処理用鋸

ユキグシ 3-ロ ー 52
長さ 90Cm l′ 155g(右 )
杉 雪捨て・運搬用串竿

驚::職譲轟=ヽ=Ⅲずil●‐.
コエカゴ 3-ロ ー 51
口IX■845× 56Cm 高さ4 Cm 2′ 550g
アケビ蔓・雑木 雪拾て用背負運搬具

マサカ リ 3-ロ ー 50
全長90Cm 刃長さ24Cm 3′ 000g
鉄・ブナ(柄 )凍結雪処理用
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ヽ
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講

』．〓一ｒ』電」「『ゴ「「
ヽ
■
“一こ
一■
一一■
Ｆ漱

」鶉

カナ ゴシキ 3-ロ ー 30
全長 1080m 刃先幅 2 8Cm 2′ 200g
鉄・木(柄 )凍結雪処理用鉄刃付鋤

カナゴシキ 3-ロ ー 32
全長97 2Cm 刃先幅‖ 6Cm 2′ 230g
鉄・木 (柄)凍結雪処I里用鉄刃付鋤

カナゴシキ 3-回 ―i34
全長 120Cm 刃先幅 09。m l′ 070g
鉄・ブナ(柄 )凍 結雪処理用鉄刃付鋤

■ユキグシでの排雪

ユキキリノコギリ 3-ロ ー 37
全長78Cm l′ 530g
鉄・桐 (柄)凍 結雪処理用鋸

ユキキリノコギリ
全長72Cm l′ 376g
鉄・桐 (柄)凍結雪処理用鋸

トウグワ 3-ロ ー 48
全長9 5Cm 刃長さ23 5Cm 2′ 000g
鉄・ブナ (柄 )凍 結雪処理用

ツルハ シ  3-ロ ー 49
全長 9 5Cm 刃長さ47Cm 3′ OoO g
鉄・ブナ (柄)凍 結雪処理用



ハ 暖房用具

かつての民家にあいては、屋内全体を保温する暖房は

まとんど用いられず＼専らイロリの焚火を囲んで直接に

最をとつた。来客に対して焚火のオキを分けて火鉢に入

■てもてなすことはあつても＼それは特別な場合で、日

常的には人の倶」に寄つてもらうとが＼オキを手前に掻き

寄せたりするのが、もてなしだつたのである。

アンカなどを用いるのは病人や老人などに限ら晨
＼そ

・1も普段用意している家は希で＼急病人に大根を烙つて

毛かせるとが、手ごろの石を温めてそれに代えるなどし

モ。矩撻が一般イヒしたのも近年に至つてからであつた。

一
　
マ
ル
メ
ウ
，

ｔ

帝，
■

ソ
″″
し
だ
片
マナ′

↓
烈一い

ざ

狗やり喜
），
一彎“魃

ちゅうもん

中門造 りの農家の屋内(大正時代末～昭和初期ごろ)

勒

く間取の一例〉

11蒙淫(台"||  ●寝問     |

■市内中条菅沼の農家

「

i賢 )

ワ

□
コ

タ

ツ

□
炉

(ジ コ)

茶 ノ間

(中 /問 )

仏壇 1床 ノ冦

敷
莉

座

け

ウマヤ |
中 Fl

野
癖 (出 入 日 )

>中 門造 りの民家の間取例
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´エン (ジロ)用具

_ I三居生活の中りいであつた。家族たちが大を囲
~_ 
こ
'υ

する安患の場であり、客を迎えて談笑する

■二「7妥点でもある。イロリは志た、食事を煮炊きし

■■丁こF子であり、その周りは食事の場であり＼殊に冬

■
「  きまざ讀な生産活動の場 (仕事場)ともなつた。
|= 夏、イロリの人は唯一の明りであつたし、寒さの

' 二F兵暖用として大きな役害」を果たしたのである。
´三 _lの構造と道具だてを見ると＼l10面を四角に掘込

― モ・■を本材で組んだ炉縁で囲み、その中央のホド (火

ヒダナ  3-ハ ー H
170 5Cm× ||ICm

杉 イロリ上に吊す火棚

ロエ ン  3-ハ ー 3
枠 05Cm× lo6∞  大さ6 4Cm
サワラ 炉縁

ロエ ン  3-ハ ー 5
枠 04 5Cm× o4m 大さ7 6Cm
スモモ 炉縁

綿 入

、

ヽ
、

＼
、

粉 餅

'く オキ ヽ

●T● ~~ワ タシ
燃残 りのポイなとは、ジロの爺

にさし、オキはホ ド(ジ ロの中央 |

に寄せて灰をかぶせ翌朝まで消え

ないようにしてお く。熱灰やオキ

はアンカなどの熱源にも利用 .

因回■回
く点火・火焚き〉

(朝 6:00ご ろ)

ヒバ シ

＼

ボ イ

ヒバシで灰をよけ、オキ・残火

や燃えさしを掘出し、ツケギで点

火する。さらに杉葉などで火を燃

えあがらせ、したいに大いポイな

どをくべてい く,

自在鉤

く火焚 き。調節〉

ワタシに粉餅を乗せたり、アン

:[][誓

':][l災

月を4婦⇒

く大火を焚 く〉

来客のもてなしに、また就寝前

などには大火を焚き、腹あぶりや

背あぶりをして体を温める。

所)で火を焚く。上の中央からジこ■■ (自在鈎など)

二量旨落尊晨但罹言樫貢属量醤ξF曇亀F景 L吉憩82
部屋の一隅を薪置場として囲い＼■ジ リと呼んだ。

右の写真に見える格子状のジ=枠
|よ、幼児の転落防止

用に者案した仮の設備である。カマド|ま日常の煮炊きに

用いることは少なかつたが＼時には作つて用いる家もあ

った。フドなどと呼ぶ上で築いた大型のカマドはあつた

メしF獣糧『 父1爆橿ΣP」蜃畠『 詈r:[懇 雪E「

~

くやすめる〉
(夜 0:00ごろ)
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＞

中

る

ど

の

あ

:防止

「きに

1もあ

:つた

「卜、一

曇

〉

ヽ

,国 の端
⊃中央 )

三で消え

三やオキ

==

サイカキ 3-ハ ー 2
三38 8Cm 鉤付40Cm 縄 35Cm
●・藁縄 イロリの上に吊す鉤

キジ リ 3-ハ ー2
00Cm× oo 5Cm 呂さ720m
杉 薪置場用EIIい具

ジザイカギ 3-ハ ー 6
全長 65Cm

鉄・木 ィロリの上に吊す鉤

ジロワク 3-ハ ー 9
枠下80 5Cm 高さ52 3Cm
鉄 危険防止枠

ジザイカギ 3-ハ ー 7
全長 2940m
鉄 イロリの上に吊す鉤

ナタ 3-ハ ー25
全長42 2Cm 7 8g
鉄・木 (柄)柴切断用鈍

マキキ リダイ 3-ハ ー24
径 6Cm× 4 5Cm 高さI Cm
杉 柴切断用台

カマ ド 3-ハ ー22
径49Cm 高さ33Cm
石  カマ ド

ロリ(ジ ロ)を囲んだひととき ■ボイのと

ふ
マ
ヽ
ま
―
ミ
ー

マキス トーブ
62 2Cm× 32Cm

鉄 イロリ用
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② 点火・火焚き用具
Tjチ  ライターなどといった蓄受

=発
,倶が普及す

るまて専う用いられたの|ま、人打遣具て万つた。
下■写真の火打箱は、その一ゴ it巧石・火打金・ホ
´
「
チそ頭打えて入れ、常備してしtt]で ある。その手
≡丁 ,(打石に鋼鉄製の大打金を打ちつけて火花を出し、

貢1=■ ■ワチに落して点火するc終つて消すときはホワ
■ 1三 二落し蓋をする。

I丁 ま、薄い本片 l_‐硫黄を付けたもので＼炭火などを

´理こする際に用いた。これは、点火したホワチの大を

ヒウチバ コ 3-ハ ー26
22 8Cmx l1 4Cm 高さ5 5Cm

杉 火打道具格納箱

燃え立たせる時にも便不」なものであつた。

火吹竹は＼一方を□ |こ <わえて吹き＼先端の細い穴が

ら風を送つて炭火がら薪に焚きつける用具で＼炉端や風

呂の人を焚<ときの出需用具であつた。

火箸は、燃えて炭火になつたオキを扱うような時 |こ無

<てはならない用具で＼特に限られた場所で焚<イロリ

では是非とも必要であつたから＼どこの家のイロリにも

幾ゼン (組＼署同様に二本で一対)が置かれていた。鉄

製火著の普及する以前は＼本の枝で作つて用いていた。

ぶ轟覇薩熱肇N墾鰺餐Sが濠騒ふ鱗豪ホお
'S■
～
機｀
・
…

~ヾ・・Iい軸ぶに

、ヽぶぶ漱漿鮨S｀総゙ 醸蒻S'21｀ 縦` 燿蒸゙ s餃懇鮮              ,.ハ 。.

ヒバ シ  3-ハ ー46
長さ6 Cm 80 g
夕ニウツギ 火箸

一一一一・一

一一一・

ツケギ 3-ハ ー35
2Cm× 3 Cm 厚さ0 05Cm( 枚)
松・硫黄 点火用

ッケキバ コ 3-ハ ー44
全長23 3Cm 幅 0 5Cm
杉 付木常備用箱

ヒ′ヽ シ  3-ハ ー47
長さ40 6Cm ‖8g
鉄 火箸

ヒフキダケ 3-ハ ー55
長さ53 5Cm 径2 6Cm 35 g
竹 火熾 し用具

―

・・

ピ
■
■
風

ヒウチバ コ 3-ハ ー28
23 8Cm× 12Cm 呂さ8 6Cm
杉 火打道具格納箱

ヒウチガネ 3-ハ ー30
長さ12 3Cm

鋼 火打金
ケシッボ 3-ハ ー64
高さ23 8Cm 径30 4Cm
陶器 (素焼)火消壺

ケシツボ 3-ハ ー68
径21 8Cm 高さ2 Cm
鉄 火消壺

人と生活

⌒ ま、日々の生活において、一日として欠ガせないも

■てうつた。そしてそれは、すべて焚大によつて得た。

、電iま太苗が 14-大山の噴火や山火事などで火を見てい

It そltは恐ろしい魔物であり、故た神の司るもので

==Icそ
の人がら焚火をすることを覚え、さら |こ住居

三 二三入れ＼暮らしを営むための熱源・光源として利用

=こ
こも |こ、こl‐lによる力□工技術も発見したのである。

Fじめ、自然の人を移して焚火をしていたが、やがて

≡こ発,(することを発見して適宜使用できるようになる

■ そ■はななりの技術を要したと思われる。そのため、

次に用いるための火種を残すことが重視され＼それは一

家の主婦の重要な役害」とされてtiた。

火は、神聖なt_のであるととも|こ、扱いを誤ると魔|[

のものとなつて災害をもたらす。だから、家で火を焚く

イロリは清浄な所であり＼火を械す行為は固<禁じら本
ていた。たとえば、「爪や毛髪を燃やすと気が狂う」なと

と言間がせたし＼薪以外のものを焚<ことも嫌つた。こ

た、正月などには特にここを清浄にして＼苗代や田んほ

|こ見たてたさまざまな禁忌があ l_l、 予祝行事としてのイ三

占いや天気占いなどがlTわれた。

一
一

´
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Э 温石類
寒い冬＼寝床の中の足元などに保温器具を入れること

ま現在でも行われているが、家の暖房も行届かないころ

F、 そうした器1/jの入手も讀誅ならず＼前も|こ重
いたよ

うに病人などで急に必要な時|こは＼大根を大に焙つて、

モ投を用いたりもした。そうした暮らしの中で古<がら

≡いたのは温石であり、あるいはアンコウと呼ぶ小型土

子のアンカの一種であつた。

温石は、手ごろな石を火で温め＼それを布切れに包ん

可用いた。温石 |こは特にそれ用 |こ作つたものも希 |こはあ

オンジヤク 3-ハ ー69
8Cm× 3 5Cm 2′ 840g

木綿布 25Cm× 20Cm

自然石 温石 (保温用)

るが、大方は角の無い自然石で＼大小もさ誅ざ誅だが＼

小型のものは懐炉としても利用した。

湯タンポは熱湯を入れて布に包んで使う保温容器で＼

古<は陶製であつたが＼昭和初年ごろがら鉄板 (ブリキ)

製のものが出回つて、一般に使われるようになつた。

アンコウは＼熱灰などを入れて用いるものだが、戦時

中の物資不足のころ、ブリキの空缶 |こ細が<穴をあけて

藁灰を入れ、その中に熱灰や灰火を入れる手製のアンカ

を作つて使う人があつた。後にそれの応用とも見られる、

いわゆる里炭アンカづ市販され＼広<使われた。

:|こ無

ロリ

:こも

:。 鉄

左。

オンジャク 3-ハ ー7
4 2Cm× 4 2Cm 高さ I Cm

自然石 温石 (保温用)

オンジャク 3-ハ ー72
88師 ×8 4Cm 高さ2 7Cm 340 g
自然石 温石 (保温用 )

ユタンポ 3-ハ ー84
長さ26Cn 幅 4 5Cm 高さ 4Cm

陶器 就寝時保温用

ユタンポ 3-ハ ー93
長さ31 5Cm 中冨23Cm 高さ OCm

鉄 就寝時保温用

鰈

靡

ユタンポ 3-ハ ー83
長さ28 3Cm 幅 3 5Cm 高さ 31C用

陶器 就寝時保温用

薇

・６８

・

ユタンポ 3-ハ ー8
長さ24 6Cm 幅 13 5Cm 高さ 1 2Cm

¬器 就寝時保温用

ユタンポ 3-ハ ー80
長さ247m 幅22Cm 高さ| ¨
陶器 就寝時保温用

ユタンポ 3-ハ ー77
長さ24 2Cm 幅21 3Cm 高さ OCm

木綿布 57Cm× 65Cm

陶器 就寝時保温用

それは一

3と魔性

(を焚<
票じられ

う」など

った。本

を田んぼ

ノての作

雪の燃料

スギッパーー杉の本の枯葉。落ちたものを拾つて焚<。

f<燃えるがすぐ灰になるので＼焚きつけ用に使用した。

=トラーー
芽生えて 4～ 2年の雑本若本。周囲|こイ申びた

l三車も一緒に刈り、乾燥しておいて薪の補充用に焚<。

フラーー稲藁。薪不足の所ではホトラと同じよう|こ用い

三3すぐ燃えつきるので常に補充しな<てはならない。

=イーー柴
の樫讐。春誅たは秋に伐採じ束ねて積んであ

= 春
に雪上を援で家へ運ぷ。最も普通に焚かれた薪。

二□― ―ブナ・ナラなどの成本を伐採して玉切つたもの。

詈Jり して焚<ことが多<、 これをワッツアバなどとも

呼るや。火刀も火持ちも良いが、交易品として高価になる

貫理ず裂里『星異Z唇雹Z民

'ダ

だ健7Eし□などで
用いた。購入品なので普段は焚き落しで間に合せた。

アプラーー油。以前は専ら灯爛 で、煮炊き
。暖房には

用いなかつた。エゴマ油・ナダネ油はカワラケにトウシ

ンを入れ、アンドンや神仏の
llT明によ<用いた。石油も

以前はヒヨウソフなどで裸火の赤き、後にはランプを用

いてll l火としたが、現在は一般的な燃料として1目広<利

用されている。
l17火用には松なども利用された。

つ
０
（
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④ 火鉢類
雪国の冬は寒<湿度が高いので、暖房用具は重要な役
害」を持つが、中でも火鉢はその最たるものであつた。不□

風の家屋構造とがつての燃料からいつて、室内での焚火

まイロリに限られ＼その他は炭火を取分けて配置するし

ななかつた。しかし、日常の生活で常時火鉢を使用する

の|よ、いわゆる町場であり商家などであ _lた。農家の場

合よ、イロリが唯一の暖房施設であり＼火鉢を出要とす

るのは特日」な場合で＼大勢の人が集計る時などは、他家

なら借 l‐l集めて使うことも希ではなかつた。

少し古い時代の農家などで用いた火鉢といえば＼せい

ぜい「手あ応やり」<らいで＼それも土製の小鉢のような

ものだつたし、欠け鍋などの転用で間に合せていた。

ツジバンと呼ばれる＼火鉢を横向きの小箱 |こ入れたも

のは、昔＼辻番所で用いたことからの名称で、同型のも

のが冬の手仕事などにも使われた。法た同じ箱型でも上

部 l‐格子をつけて足温用として機織 l~の際に用いたり、

機屋の仕事場用の箱火鉢などもあつた。一般座敷用 |こは

本製・陶製・金属製のものがあり、室内装飾の一つとな

つた。ダイスと呼るや長火鉢は接客用で常置していた。

ス ミイレ 3-ハ ー 05
径42 2Cm× 39 5Cm 高さ4 Cm
フクベ 炭入れ

遭
脳
覆
畿
燿
輻
「
．

ス ミバ コ 3 ハ  o2
34 2Cm× 2 7Cm 箱高さ 7 2Cm
杉 炭入れスミダワラ

33Cm× 30Cm

茅・藁縄

隷洟勒
ス ミバ コ 3-ハ ー 01
39 3Cm× 24 7Cm 箱高さ 7 7Cm
杉 炭入れ

ス ミカゴ 3-ハ ー 06
24Cm× 24 5Cm 篭高さ 6輌

竹 炭入れ

クマデ 3-ハ ー o9

`≧

f164 8Cm  475 g

鉄・朴 (柄 )本炭掻き出し用

ジュウノウ 3-ハ ーHI
全長53 5Cm l′ 080g
銅・木 (柄 )炭 等運び用具

ダイジョ 3-ハ ー120
全長35 5Cm 435 g

鉄・アル ミ 台付十能

ヒオコシ 3-ハ ー 0
最大高さ33 3Cn 口径6 6Cm
ブリキ 炭火熾 し用煙突

三≡F二 30年代になつて＼石油やガスが自由 |こ使えるよう

||こなるまでの暖房用燃料は＼イロリなどで焚<薪以外は
IT貢モアであった。ただ、本炭とllつても一般家庭で日
|三≡ tのは＼焚火で出た「焚き落し」の熱灰の混じつた
|ア千て、これを大箸で経き集めて十能で掬つて大鉢やX巨

5・ 吾υた。オ孝ビ余分にあると、大消壺に入れて＼消
貢ニシておき、火熾しの時など|こも使つた。

「
ミ カタズミで通称される木炭は、山の本を炭焼き
二′三うが焼いたもので、これを買い求めて使つた。こ

■丁責ま茅で編んだ炭俵に詰めて出荷され、大方の家で

は俵の試訣買つた。日常用には炭俵から小出しして炭箱・

炭篭などの専用の容器に移してあ<が＼座敷などに常備
するものではないので持ち運び易<作られている。写真

の熊手は炭の経き出し用で＼ある工場で用いていた。

火を熾すには、盛つた炭に火種を乗せるが＼その時上

|こ円筒型の火熾し用の煙突を置<と早<熾きる。
写真下段にダイジョというものがあるが＼台十能の略

語で、火を入れて運び＼畳敷きの部屋に置<ような時の

ために工夫されたものである。同型のもので火皿の底に

穴を開けたものがあるが、こllは火熾じ用にも用いた。
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その時上
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]の底に

し司いた。

ヒバチ  3-ハ ー 23
口径28Cm 高さ Cm
陶器 (素焼)火 鉢

ヒハチ  3-ハ ー 28
オ牛29 5Cm 高さ30 2Cm
ケヤキ・鉄 箱型火鉢

ヒバチ  3-ハ ー 150
口径38 6Cm 高さ21 6Cm

桐・銅  考」抜 き火鉢

ヒバチ  3-ハ ー 161
口径 16 7Cm 高さ 870m
陶器 手あぶり・煙火盆用

ヒバチバ コ 3-ハ ー 26
箱  33 m× 329¨  高さ20 9Cm
火鉢 口径 8Cm 高さ8 5Cm
杉・陶器 (素焼)箱 アンカ

ヒバチ  3-ハ ー 48
枠40 9Cm× 40 6Cm 高さ22 5Cm

杉・銅 箱型火鉢

~■■■■ヽ |

ヒバチバ コ 3-ハ ー 24
箱 244X240m 高さ23 9Cm
火鉢 口径 63X72Cm
杉・陶器 (素焼)箱 アンカ

嘲

ロイ塁50 6Cm 高さ33 7Cm

陶器 座敷暖房用

ヒバ チ  3-ハ ー 64
口径25Cm 高さ22 4Cm
ジュラル ミン 手あ.ぶ り・暖房用

コ トク 3-ハ ー 74
径2 Cm

鉄 火鉢付属用五徳

ヒ′` チ  3-ハ ー 52
口径45Cm× 38 5Cm 高さ25 6Cm

自然木・銅 今J抜 き火鉢

ヒ′` チ  3-ハ ー 59
口径 41Cm 高さ28Cm

陶器 座敷暖房用

ヒ′` テ  3-ハ ー 63
口径44 2Cm 高さ26 8Cm

ジュラル ミン 座敷暖房用

ハイナラシ 3-ハ ー 79
全長 6 8Cm 25 g

鉄 火鉢付属用灰ならし

ヒバチジュウノウ 3-ハ ー 78
全長26 5Cm 40 g
鉄 火鉢付属用小型十能

躊

ダイス 3-ハ ー 71
68 7Cm x 39Cm 高さ32

ケヤキ・銅 長火鉢
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⑤ コタツ・アンカ類
アンカの古型のアンコウは＼温石や湯タンポと同様に

布に包/nで寝床で用いたが、それが次第に大型になり、

やがて置きX巨膳と同じように使われるようになつた。三

段式のアンカは、市団との間に空間を作つて火気の危険

を防ぐ工夫づされた。当地方の文巨撻はいわゆるホ _lゴダ

ツで＼かつての住居 |よ主間が普通であつたがら、室内の

床地面に四角<穴を掘り、そこに灰を入れて大をとる。
その上に四角に枠組みしたコタツヤグラを置き、X巨健布

団をlllけてこの周りに座る。足を大の上 |こ突出すので、

アシダンロ 3-ハ ー 80
305。 m× 20Cm 局さ13 2Cm
ジュラルミン 足温器

アンコウ 3-ハ ー 87
径15 5Cm 呂さ14 7Cm

土製 丸型アンカ

アンコウ 3-ハ ー182
径17 9Cm 高さ 5 3Cm
土製 丸型アンカ

火傷防止に金網 (コタツアミ)を掛けるようになつた。

三階など板敷の場合は、上を掘る代りにコタツノオトシ

という火箱を床に開けた穴に吊すように取りつけて用い

た。戦後、イロリを廃止するようになると、大型で深く

掘込み、腰掛式に作つたX巨撻が流行するよう|こなつた。

オカゴタツは、ホリゴタツに対して火鉢にコタツヤグラ

を掛けて仮設したものを言い＼オキゴタツや前記2芥型

アンカと同系の移動型とも言える。試た＼X巨撻を卓子と

して使うためのコタツバンや、布団保護に下掛布、敷物

の縁の傷みを177ぐ矩撻敷などの補助具が工夫された。

アンカ 3-ハ ー 88
長さ22 5Cm 幅 950m 高さ 9 8Cm
陶器 アンカ

アンカ 3-ハ ー 92
20 5Cm× 20 5Cm 呂さ 4 5Cm
土製 アンカ

ア ンカゴタツ 3-ハ ー 95
28 5Cm× 28 3Cm 高さ32Cm

陶器 lEllt型 アンカ

アンカゴタツ 3-ハ ー 93
26 8Cm× 26 5Cm 局さ32Cm
陶器 煙燿型アンカ

アンコウと同様に使ったが、客ゾリの乗客の足元

にも置いて、毛布をかけて採暖用に使った。

アンコウ 藁灰を入れたアンコウにイロリの熱灰を入れ、布切
れで包んで布団の中に入れる。

布 切 れ    ア ン コ ウ
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灰の不U用

雪国の冬の暮らしでは、終日焚火が絶えることはなしヽ。
薪は沢山消費さrlるが、これにより焚き落した灰が残る。
この灰が農家にとっては貴重な資源であった。灰は古<
ごら＼暮らしの中で実に多様に使われたのである。灰は＼

3厭黎震冠F董:事曇全昌T突綱TttEEFg謀 21冒
D熱灰をアンカなどに入れて熱源にした。④火鉢・アン
可・矩撻など|こ火を取る時の大受けにした。⑤本の実・

野草などを食品とするときのアワ抜きに用いた。⑥草本
更などの繊維の精製に灰汁で煮る。②紙漉きのカミソも

同様 |ここれで煮る。 ②染物の媒染剤 |こも用しヽた。 ③灰
汁をとって洗濯に使い、食器もこれで煮沸して洗った。
◎コンニャワ作りの際＼凝固剤として用いた。⑩民間信

農家では＼毎日、取溜めて保存したが＼そのための灰
小屋を設けてllる家も少な<ながった。ァク抜きなどに
l_●う灰は純度が要求されるので、焚物にも気を配った。

―― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
―

|
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コタツヤグラ 3-ハ ー201
43 5Cm× 43 5Cm 呂さ32Cm
本卜 切 lE燿用

オカゴタツ 3
30 5Cm× 30 5Cm

朴 置嘔燈

コタツヤグラ 3-ハ ー21
90 6Cm× 90 Cm 高さ34Cm
杉 切煩燿用

コタツノオ トシ 3-ハ ー217
39 3Cm× 39 2Cm 呂さ16 3Cm
鉄 切煙燈用火鉢

コタツア ミ 3-ハ ー226
32Cm× 31 5Cm 高さ9 1cm
鉄 防火用火覆い

コタツノオ トシ 3-ハ ー215
3840m× 38Cm 高さ20Cm
トタン 切煙燿用火鉢

アンカゴタッ ァンカやオキゴタッとし
ても使われる兼用型で、持
運びのできる移動型の煙燿。

コタツア ミ 3-ハ ー225
33 7Cm× 31 5Cm 高さlocm
鉄 防火用火覆い

コタツア ミ 3-ハ ー229
64 5Cm× 64 5Cm 高さ 8 Cm
鉄 防火用火覆い

轟欝豪 眩 議
轟
難 響

オトシゴタッ 床張りや二階などの板敷の所
に穴をあけ、コタッノオトシを
とりつけた固定式の煩煙。

コタツノオ トシ

ホリゴタツ 土間住まいのころは、土間の地
面を掘込んで作ったが、後にはシ
ロを転用 したり、床を切 って、足
がおろせる固定式のものを作った。

ゴタッ
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コタツバ ン 3-ハ ー242
54 Cm× 54 Cm 厚さ 1 6Cm
木 煙 ll● の上に置 く板

コタツバ ン 3-ハ ー241
46 5Cm× 46 2Cm 厚さ2 7Cm
木 煙煙の上に置 く板

一を

　

）三

一

．
〉

一
一

一

・

一
　

．

コタツジキ 3-ハ ー221
72Cm× 72 5Cm

杉 煙 lllへ り敷物

マ メタンア ンカ 3-ハ ー251
19Cm× 5Cm 高さ 0 2Cm
ファイバーケース・石綿・金具

豆炭利用アンカ

コタツジキ 3-ハ ー222
86 5Cm× 87 5Cm

籐 煙燿へり敷物

レンタンコンロ 3-ハ ー245
径24Cm 高さ25 5Cm
陶器 (素焼)・ 金具 深煙燈用練炭コンロ

シタガケ 3-ハ ー235
110Cm× 83 5Cm

木綿 煙嵯布団用下推ト

コタッタタ ミ 3-ハ ー223
60Cm× 60Cm 厚さ 5 Cm

藁・イグサ 切煙煙はめ込み用

カイロ 3-ハ ー252
11 5Cm× 6 4m 厚さ2 Cm 64 g
金属 携帯用保温具

カイロ 3-ハ ー255
10Cm× 6 8Cm り早さ1 5Cm 55 8
金属 携帯用保温具 遷

貰い風呂について

風呂のことを単に「湯」とllい、風呂桶をスイフロオ

ケといつた。昭不]のはじめころ誅で、風呂桶はどこの家

こもあるというものでなかつたし＼たとえあったにして

t薪が貴重だつたから缶日焚<こ <とはできなかつた。
買い風呂は＼そんな状況の中で工夫さlcた相互扶助的

な習俗であつた。ある家で＼今晩風呂を沸がすとなると、

「号の使い」を走らせて近隣の家|こ知らせる。これは専

ら子供の役目で、「湯入りこ来て下さい」と戸ごとに触れ

て
=る
。時にはコシキなどをly_ったlI言板に書き＼家の

夕食ガ済んだころ＼三マ五マ近所の人たちが湯に入り

こやつて来る。老若男女＼―家をあげてくる家もあるガ

ら、たちまち超満員となる。湯宿の家では火を気前よく

焚き、あ茶や豆炒りを出してもてなす。大体は、来たIF

番に入浴づるので待ち時間も長い。入ltかわり来る人た

ちが四万Шばなしに花を咲かすから、さながら式亭三馬

の『浮世風呂』のようで＼作柄のことがら世間ばなし、

子供たちは昔話を語つてもらつて楽しむ。

湯宿は期せずして特設さllた社交の場であり＼情報交
きずな

換の場ともなつて、お互いの絆を確ガめることもできた1     亀あつたO
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Э 寝具類
当地
夜2-般民家、特にその主体である農家は、ほと

,どが茅葺であり、三階建の家は希だったので家の間数
三少ない。したがって家族みんなの寝部屋を用意するこ
二|ま困難で＼専用の寝間 |よ老人や主人に限られていた。
■人の寝室は座敷の一部を仕切つて設えたものが多<、

「毛Fオオベヤなどといった。他に若手夫婦がいれば、

三炉県耳鶉屡箕褻ξttti履ほ層獣邊冒ξ督[習こ量ぶ|
モ
‐
cをスガコィと呼んだとぃう。

オオベヤは、音の寝部屋の標準型のようなものだが＼

間□―間・奥lT―間半<らいで＼その入□近<を―尺1冨
くらいの厚板で区切り、箱のようになった所を寝床とし

た。当時は大てい土間造りなので、そこにワラシビを厚

<敷きつめ＼その上に△シロかゴザか敷布を敷いて寝た。
その後、板張の床になり、綿入敷布団を使うようになっ

ても、布袋にシビを入れたワラブトンを下に敷いた。

敷布は、ネシキブイトウという古布を継ぎ合せたもの

が普通で、昭不□30年代讀で使い続けていた。夏場は布で

な<ゴザがコモであつたが、単にネシキといった。lll布
団は次ベージのヨオギが年中使われていた。

モウフ 3-ハ ー277

撃竃
m¥馨 Cm l′ 420g

ハコマクラ 3-ハ ー32
長さ22 5Cm 高さ 7 5Cm
本綿・桐 女性用 (木箱付)

マクラ 3-ハ ー31
長さ46Cm 高さ22Cm
本綿・ソバガラ

カタブ トン 3-ハ ー308
02Cm x 30Cm り早さ2 2Cm 393 g
木綿 肩保温用小布団

カケ ブ トン 3-ハ ー305
19 Cm× 50Cm 厚さ 3 Cm 4′ 490g
木綿 綿入掛布団

:入り

,るが

:よ <
lた I順

〕人た

]三馬

1し＼

電報交

]きたc

ネシキブィ トゥ 3-ハ ー267
166Cm× 65Cm  530 g

木綿 継布敷布

ワラブ トン 3-ハ ー260
70Cm× 99 5Cm り享さ 8 5Cm
本綿・ワラシビ 藁入敷布団

シキブ トン 3-ハ ー265
86Cm× 96Cm 厚さ6 Cm 5′ 000g
木綿 綿入敷布団

マクラビョウブ
高さ69 6Cm 幅87
本・和紙 半屏風

3-ハ ー33
8Cm× 2枚

6′ 500g
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に : ば、暖かだと思つていたが、重(て言■てきない<らい

だつた。」と言つていたが、そ
=遅
jて 万]I。 現在残つ

ているヨオギの布団皮 |よ、|三 二″_二 II具たとして織ら
れたものであり、中|こ よ背こ=き

く三,そ染抜llたもの

や、裾模様風 |こ染めたもの電万こ[二うシこことからす

れば、商家や村の日家なとで吾′'■養:モ≡.こ整えたもの

が＼明治末期ごろから、編
―lこ三i三二二tlこ一般に普及

したように思われる。

真夏は別として＼ほとんど年=
用いてllたのも＼そのためであつ

使わ llは じめたのか不明だが、市・綿ともに大量に必要

なので他の夜具類と不鉤合いで不思議な気がする。

しかし、綿 |こついては、ォクソというカラムシ繊維の

肩をウチワタにして代用できたから一応納得できる。そ

れにしても非常な量がllAll要なわけで＼越後縮で消費した

カラムシの残滓だけでは賄いきれないように思う。

このオワソ入りのヨオギは、極めて重<固いもので＼
その上保温性がない。ある老婆は＼「そのころは重たけれ

ヨオキ 3-ハ ー281
長さ 70 5Cm ゅき80 3Cm lok9
木綿 綿入神付推卜布団

ヨオギ 3-ハ ー290
長さ 8 Cm ゅき80。 m 9′ 000g

木綿 綿入袖付掛布団
ョオギ 3-ハ ー282
長さ20 Cm ゅき80Cm o k9
木綿 絆入袖付掛布団

翻

閣

朦

願

驚

ヨオギ 3-ハ ー299
長さ171 5Cm ゅき80 6Cn ‖ 5k9
木綿 綿入袖付掛布団

ヨオギ 3-ハ ー296
長さ 7 Cm ゅき82 5Cm 9′ 000g

木綿 綿入袖付掛布団
ヨオギ 3-ハ ー292
長さ 7 Cm ゅき73 2Cm 7′ 500g
木綿 綿入袖付掛布団
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ブイトウの肌着など
ネシキフイトウ ヨオギ(夜着 )

「
―

―

―

一
　

　

　

ヽ

ワタについて

―――¬

こでしヽうウチワタは、綿の入手が困難だつたころ＼

代用品として自製して利用したものをいう。

の原料は、越後縮の材料となる繊維をカラムシの皮
くす

とる際に屑として残つた繊維である。作り方は＼こ

を灰汁で煮て槌でよ<□□いて洗 tl、 繊維だけを残す。

池の水面に葦黄を浮がせ、その上に繊維を乗せて細

棒でピシヤピシヤと打つて広げる。平均 |こ広がつた

ろで薫黄とともに水から上げ、その試誅日向に置い

燥すると仕上る。これを必要に応じて＼綿入着物、

は布団の綿として用いた。

― ―
― ―
」

ヨオギ 3-ハ ー284 実測図

(単位 i Cm)

衿は別珍ピ 9

/後巾二巾半

///厚
さ3 0

一好
こ
り
こ
朽
暁
姫
悔
」
乾
議

‐

‐

　

‐

―

‐

‐

‐

つ

ら

の

す

の

及

Ｊ

ヨ

ヨオギ 3-ハ ー284
長さ174Cm ゅき7730m 8′ 000g

木綿 綿入袖付掛布団

・雛
臨
〓
蝠
熙
一
難
″

3-ハ ー284(背部分 )

0ス9
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二 その他住生活用具

C 灯火用具
明治年代になってt_l＼ 住居内の明 llは、イロリの焚火

が唯一のものであつた。写真のタンコロのような油火は

あつても、それは神イムの灯明用が、細が_l手仕事や客人

の接待用のものであった。

特に明りの必要な夜仕事などに際しては、松の根を組

か<害」ってヒデバチの上で焚いたが＼これは雪の夜道に

欠かせない明りに使つたタイマツがら転じたものらしい。

イロリの大が光源とはしヽえ、薪の消費軽減も者えな<
てはならない。そこでェ夫さl~lたのがヌカ火である。粗

トボシ 3-二 -2
長さ44 5Cm 径(本)X8本
カラムシの茎(苧ガラ)手燭用

ヒデバチ  3-ニ ー |
口径224∽ ×21 6Cm 高さ
石 灯火台

ア ン ドン

高さ7 Cm

木製・和紙

殻 (ヌカ)を目の粗ll篭などに入■て≡  ́ ゴしず~l落

として、それが燃え上がる炎を明じ⊂´≡
=

アンドンにも油火を灯したが＼こ11■モモ_なもので、

一般に用いたのはロッカクであつたcこ・133場合、不]
紙が照明をFllけるが、それを利用した■lt・戸肩リショウ

ジであり、光源との間に立てて光を拡護F射させた。
ロウソフは提llU類に使用したほか、旧

=|こ
立てて特眉」

の時に用いた。家の中の暗がりを照らすの|こは苧殻で作

つたトボシを用いた。クソーズ (石油)|ま、はじめヒョ

ウソフで裸火使用したが、後にランプになつた。

ヒョウソク 3-二 -8
径630m 高さ7 5Cm
鉄・ トタン板 灯火具 (石油使用

3-ニ ー 0
1■28 3Cm

座敷用行燈

ロッカク 3-ニ ー‖
高さ49Cm径 2 5Cm 540 g
杉・和紙 携帯用六角行燈

ランプ 3-二 -9
高さ40 8Cm

鉄・ガラス 吊リランブ(石油侵 =

ヌカビ 3-ニ ー 4
径32Cm× 30Cm 高さ32Cm
アケビ蔓

粗殻入 (アヶビテゴ転用)

一犠

〓

ショクダイ 3-ニ ー 4
高さ6 8Cm
木・鉄 ロウソク立て

ヌカビ 3-ニ ー 3
全長 44 2Cm 篭径59Cm× 54Cm
山竹 IJ殻入 (マ メ ドオシ転用)

アン ドン

高さ4 8Cm
本多・不ロホ■

タンコロ 3-二 -5
高さ5 3Cm 口径5 4Cm
陶器 灯火具 (油使用)

シ ョクダイ
高さ66 6Cm

木・鉄 ロウ

一一

3-二 -9
幅30 1Cm 835 g

吊り・携帯用行燈

アカ リシ ョウジ 3-二 -20
高さ75 8Cm  幅83Cm

杉・和紙 衝立型障子 (光拡散用)

難
躙
ゎ
鸞
爵
翌

シ ョクダイ 3-二
高さ9 2Cm 230 g
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入れたカゴ

イロリ(ジ ロ)

自在鈎

―
ときどきカゴをlllい て少 し

ずつ籾殻を落と,。

ヌカビ(籾殻が燃える火 )

の明りで苧績みなどの夜な
べ仕事をする.

籾殻を

② 敷物・掃除用具
古い民家では、敷物はすべて△シロであり＼床は土間

がつかつたので＼下には藁や枯草
・本の葉などを敷いた。

床が板張になると夏はその水計の場合も多<＼ 冬にはム

シロを敷いた。畳が普及するのは遅<、 それ詠では客が

来るとその場所だけにゴザを敷いた。ゴザは、チガヤ
・

スゲなどで自製したが、そ祖らは換金物でtlあつた。座

布団がどの家でも用いられるのは最近のことである。

作な甦ワ肇暴ξ章凩畠R「蜃蜜8[1:Lξ E」
グサで

ゴンバキボウ 3-ニ ー33
長さ76 5Cm 34 g(本 )
山竹 畳の塵叩き

・・ヽ
一
一一．　
〓
一

ムシ ロ 3-ニ ー23
長さ270m 幅 178Cm
藁 敷ムシロ

=1吏
層

拍;由イ吏F

ホウキ 3-二 -35
長さ8 Cm 50 g
ホウキギ 帯

タタ ミ 3-二 -30
745。 m× 87 3Cm り早さ 3 Cm

藁・イグサ 屋内敷物 ハ タキ 3-ニ ー34
長さ77Cn 40 g

和紙・竹 塵払い

チ リトリ 3-二 -36
長さ38 2Cm

杉 塵取り
、 3-二 -37
長さ63Cm 幅64Cm
山竹・藤 塵取 り用

コム シロ 3-ニ ー25
182Cm× 82Cm

藁 敷コムシロ

ゾウキン 3-二 -38
33 5Cm× 25Cm(1枚 )

木綿 .ζ きヽ掃除用

コザ  3-二 十26
740m× 88Cm

藁 敷ゴザ

つ
０
∩
）



: =三 その他用具
二 l董三馬具 |こついては、三二えは、暖房・灯火用具
「F=こ夫での頂で紹介したt ここではそれらに属さ
~■  ものを掲げた。以下、写真つ配ラJを追って記す。
[弄戸関係用具/かつて一設の民家では流水を目入れ
て弓いることが多<＼ 雪のため不便を来すことも希 l_は

ななつた。その点丼戸よ、水温も高<有用であつたが＼

=詩の渇水に備えて＼両者を併用する家も多かつた。
3ツグラ/幼児を入れる藁篭。年間を通じて入れたが、
ミ季|よ保温と危険l■上のため使用することが多ガった。
■ネコツグラ/猫 /11屋用ツグラ。食品・衣料などを荒

カッシャ 3-二 -39
高さ45 5Cm

杉 井戸用滑車

らすネズミ駆除に＼款たペットこ_可 :≡ F三預扱l述れ
た。

〇ネズミオトシ/捕獲用具で各種
=■
モ[

Oコモ・ハイガメ/玄関の地面
=需
・■三暮の滑 l_D止め

にコモを敷いたり、灰を撒いた。た,ま天E保存用。
Oフミダイ・ハシゴ/狭い部屋こ雉多なものを置<の
で、天丼に吊したり屋根裏に格納した。そのために必要

であり、特に梯子は長・短それぞれを用意していた。

Oタンス・ナガモチ/衣類・布団などの格納用で＼冬
は特にネズミの害の防除に防要なものであつた。

ツルベ  3-ニ ー4
コ径23 5Cm 高さ31 2Cm
■′ 井戸用釣瓶

ツルベ  3-ニ ー40
日径24 9Cm 高さ33 8Cm
杉 井戸用釣瓶

ネズ ミオ トシ 3-ニ ー54
高さ 2 3Cm

鉄 ねずみとり用具 (金網型)

ツグラ 3-二 -47
口径52 7Cm 高さ26 9Cm
藁 幼児を入れる篭

ネコツグラ 3-二 -50
径35 5Cm 呂さ30Cm
藁 家猫用猫小屋

ハイガメ 3-二 -67
口径22 6Cm 高さ317m
陶器 取灰保存用

ツグラ 3-二 -46
口径50Cm 高さ26Cm
藁 幼児を入れる篭

デ
織
議
督
．
■
一

一

イカリ 3-二 -44
長さ7 6Cm

鉄 井戸用 落下物吊上げ用錨
ネズ ミオ トシ 3-ニ ー52
高さ39Cm

杉 ねずみとり用具 (箱型) トラバサ ミ 3-二 -55
本体長さ2 Cm

鉄 ねずみとり用具

畢

フタ  3-二 -45
径535C田

杉 井戸萱

コモ  3-二 -66
177Cm× 90Cm

藁 玄関先の滑 り止め用
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フミダイ 3-ニ ー64

=さ
35 3Cm

=′  踏台 ナガモチ 3-二 -58
121 3Cm× 6280m 高さ70 7Cm
桐 布団・衣類等格納箱

タンス 3-二 -56
高さ97 5Cm 幅84 7Cm 奥行43 2Cm
杉・桐 衣類格納用軍笥

ハ シゴ  3-二 -62
flさ 355Cm  中日42 2Cm

杉 二間梯子

ハシゴ 3-二 -6
長さ369Cm 幅47Cm
杉 二間梯子

ハシゴ 3-ニ ー59
長さ377 5Cm 幅44。 m

杉 二間梯子

■ネコッグラに入った家猫 ■ツグラに入った幼児

ハシゴ 3-二 -63
長さ223Cm 幅41Cm
杉 屋内用梯子
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●住生活用具品目一覧 e575点〉

イ、防風雪用具 ●雪囲い用具 :ユキダナ。トバ・ユキダレ・ヨシ
ズ・カコイムシロ。ジゾゥサマノカコイ・オトシイタ・カコイギ・

ハシゴ ●ナデ (屋根雪落下)止め用具 :ナデドメ
ロ、除雪用具 ●雪掘り用具 :コ シキ・ナガエゴシキ・コドモコシ
キ・シャボリ・カクシャボソ ●雪処理用具 :ユキドヨ・スノウダ
ンプ・ハシゴ・マッコ・カナゴシキ。ユキキソノコギソ・ トウグワ

・ツルハシ・マサカソ・コエカゴ・ユキグシ

ハ、暖房用具 ●イロリ (ジ ロ)用具 :カギドコ・ジザイカギ・ヒ
ダナ・ロエン・ジロワク・キジリ・カマド・マキストーブ・マキキ

リダイ・ナタ ●点火・火焚き用具 :ヒ ウチバコ・ヒウチガネ・ヒ
ウチイシ・ツケギ・ツケギバコ・ヒバシ・ ヒフキダケ・ケシツボ

●温石類 :オ ンジャク・ユタンポ・ツツミヌノ ●火鉢類 :ス ミダ
ワラ・スミバコ・スミイレ・スミカゴ・クマデ・ヒオコシ・ジュウ

ノウ・ダイジョ・ヒバチ (素焼き)・ ヒバチバコ・ヒバチ・ダイス

・ヒバシ・ゴトク・ヒバチジュウノウ。ハイナラシ ●コタツ・ア
ンカ類 :ア シダンロ・アンコウ・アンカ・アンカゴタツ・コタツヤ

グラ・コタツノオトシ・コタツワク・コタツジキ・コタッタタミ・

コタツアミ・オカゴタツ・シタガケ。コタツブトン・コタツバン・

レンタンコンロ・レンタンストーブ。レンタンオコシ・レンタンバ

サミ・マメタンアンカ・カイロ ●寝具類 :ワ ラブトン・シキブト
ン・ネシキブイトウ・モウフ・ヨオギ・カケブトン・カタブトン・

フトンカワ・マクラ・ハコマクラ・マクラビョウブ

ニ、その他住生活用具 ●灯火用具 :ヒ デバチ・トボシ・スカビ。タ
ンコロ・カワラケ・アンドン・ロッカク・ショクダイ・ ヒョウソク

・ランプ・アカソショウジ ●敷物類 :ム シロ・コムシロ・ゴザ・
ハンゴザ・タタミ・ザブトン ●掃除用具 :ゴ ンバキボウ・ハタキ
・ホウキ・チツトリ・ ミ・ゾウキン ●井戸用具 :カ ッシャ・ツル
ベ・ツルベナワ・イカリ・フタ ●その他 :ツ グラ・ネコツグラ・
ネズミオトシ・ トラバサミ・タンス・ナガモチ・ハシゴ・フミダイ

・コモ・ハイガメ
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